
新型コロナウイルスへの対応状況

～融資と伴走支援～



新型コロナウイルスへの対応

2022年3月末まで

先数 金額

新規貸出 8,117先 2,845億円

プロパー 463先 1,066億円

保証協会 7,654先 1,779億円
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※2022年３月末までの実行金額ベース

実行額の累計 コロナ融資（実質無利子）の返済開始時期

2,845億円

コロナ融資の状況

業種・債務者区分別の融資割合

コロナ融資の返済開始時期と企業支援
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～2021年度 2022年度 2023年度～

 コロナ融資8,275件（2022.3末時点）のうち、返済が開始して
いるのは3,689件（44.6%）。

 据置期間は３年が多く、今後到来する返済時期は、2023年度
以降が全体の約半分を占める（49.7%）。

 コロナ融資は余裕資金として借入れたお客さまが多く、手元
資金の状況から、比較的順調に返済されていく見込み。

 重点支援先を選定し、お客さまに合わせた対応方針を策定の
うえ、課題解決の支援を実施。

 新型コロナウイルス感染症の影響が大きい宿泊業・観光業向
けに専担者を設置し、支援体制を拡充。

 営業店と本部が一体となり、お客さまごとに伴走支援による、
コロナ融資の円滑な返済開始をサポート。

企業支援の体制

（単位：件）


